
令和2年11月市議会教育厚生委員会資料

第 1 7 6号i義案
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公の施設の指定管理者の指定に'ついて

(長崎市永井隆記念館)

1 施.設の概要

2 指定管理者候補者の概要

3 指定の期間

4 指・定管理者候補者の選定方.法及び選定理由

【参考】

(1)事業計画書概要

(2)仕様書

5~11

12~.22

ページ
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3~4

原爆被爆対策部

令和 2年1・1月
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称(3)名

(4)・所・'在'地

(5)設置年月日

(6)設置目的

(フ)主な施設内容

貴庫

長崎市永井隆記念館

長崎市上野町22番6号

平成 1.2年4月

長崎市名誉市民永井隆博士の遺徳を顕彰し、
料を市民の利用に供するため。

0

員上

D

構造,

と==烹芝宅忌_

延床面積

施'設

内容

^

(8)開館時間の承認の基準

(9)休館日の承認の基準

GO)利用料金(基準額)

+150

談話室

付属施設

1階

鉄筋コンクリー.ト造2階建

2階

305.40 nイ

+帥

展示室、事務室、映像ソフト鑑賞二ーナー

_^

'50

図書室、閉架図書室、倉庫

上0

'_▲

如己堂

デ.'ー.ゞ"

午前9時_か'ら午.後5時まで

1'月1日から 1月3日まで及び 12月29日から 12月31日
まで

区分

' 1

般 a5歳以上)

あわせて図書その他の資

個人

100円

入館料

団体(15 人以土)

1人につき 80円

※小中高生は無料

2
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(11)利用者数等の推移

ア利用者数の推移

年度

利用人数

うち有料

うち無料

イ.指定管理委託料の推移

平成28年度

122,783

年度

12,204

平成29年度

ウ利用料金収入の推移

110,579

金額

129,211

平成那年度

13,456

2 指定管理者候補者の概要

(1)名称特定非営利活動法人長崎如己の会"(以下「如己の会」というゐ)

(2)所在.地長崎市上野町22番5号

(3)代.表者理事長朝長万左男

(4)・設立年月日平成15年,11月18日

(5)主な事業

ア,永井隆博士の如己愛人の精神に基づく平和事業

イ如己愛人の精神普及のための座談会イ講演会、展示会、資料作成及びその頒布

ウ如己堂の保存及ぴ長崎市永井隆記念館拡充、運営への協力

土子供の健全育成のための読書Y、読み聞かせな.どの図害館活動

オ「平和学習」のための講話、資料提供

平成30年度

115,815

年度

金額

9,8鮖

132,160

平成29.年度

平成28年度

12,765

(単位:入)

令和元年度

119,395

10,037

120,826

1,129

平成30年度

平成29年度

9,581

111,245

10i 150

(単位:'千円)

T1232

令和元年度

3

平成30年度

指定の期間

令和3年4月1日から令和8.年3月31日まで

10,228

4.指定管理者候補者の選定方法及び選定理由

(1)選定方法非公募

(2)選定理由永井隆博士の精神を学び、事業を推進するとし.巧「如己の会」の目
的が、永井隆記念館の設置目的である「長崎市名誉市民永井隆博土

の遺徳を顕彰し、.あわせて図書その他の資料を市民の利用に供す

る」に合'致することや、永井隆,博土に関する専門的知識の,蓄積もあ

り、施設の設置.目的の達成や効用を高めるために効果的に管理運営

を行うことができると考えるため。

Ii172

(単位:千円)

令和元年度

896

3!



(3)業務内容

ア施設の運営に関する業務

施設の受付・案内、利用料金の徴収、.模写等の許可、.広報業務イ展示品

品の管理、図書に関する業務等

イ施設及び設備の維持管理に関する業務

防火管理、警備、・修繕、清掃、樹木等の管理、備品の管理等
ウ自主事業

図害販・売

(4)管理運営体制

3,070

施設長

(5)候補者提案額(指定管理委託半羽

令和3年度

常勤(1人)
(受付業務)

12β64

非常勤a人)
(図書業務)

【候補者提案額の内訳】

令和4年度

非常勤(1人)
(場内整理担当)

収入

収蔵詞

非常勤(1 人)
(常勤休日代替)

12,364

利用料金.収入(※)

令和5年度

62,735

合計(A)

12,364

令和3^度

人件費

支出

需用費

令和6年度

役務費

、

183

令和4年度

委託料

使用料・賃借料

12,364

183

8,725

令和7年度

2,042

令和5年度

183

その他

市所要額侶一A)

(指定管理委託料)

合計⑧

183

(※)新型コロナウィルス感染症による影響を考慮し、感染症拡大防止の影響があった令和2年6・フ

月の収入を基に令和3'年度以降の利用料金収入額を算出.。なお、.利用料金収入が通常時(平成28年

度~30年度.実績平均)の利用料金収入と同額になるま・で、提案額を上回っだ金額を全額市へ納付。
4

8,725

船

(単位 i 千円)

12,364

'1

1,000

2,042

183

令和6年度

183

胎

合計

61,認0

8,725

船

614

1,000

12,547

(単位:千円)

2ρ42

183

令和7年度

61β20

183

12,364

乃

8,725

船

1,000

614

12,547

2,042

183

合計

183

12,.364

乃

8,725

船

1,000

614

1'2,547

2,042

915

915

」43,625

12,364

胎

93

614

1,000

10,210

12.,547

12,364

73

4飾

5,'000

614

12,547

365

12,364



【参考1

(1)事業計画書概要

【管理運営を行うに当たづての経営方針についで】

施設の設置目的を十分に踏まえた上で、公の施設と.しての性格を十分認識し、利用者が女全で快適

に利用するための円滑な運営及ぴ施設整備の適切な維持管理を行う、ことに努めます。_

【安全・安心面からの管理運営の具体策など特徴的.な取組みにっいて】
、

利用者に対する安全を確保するため、'法に基づく保守、整備を確実に遂行L、'関係機関との連携、

指導のもと、安全、安心な管理運営を強化しま.す。

また、業務上のりスクを早期に発見し、解決に導くことで未然に事故等の発生防止に努めるととも

に;りスウに対し迅速かつ的確に対応することに努めます。

事業,計画

【施設の管理について】

1、職員の配置及び採用について(PI0別紙1

(1)管理運営組織

(2)人員配置について

原則として、受付に1人、図書室に1人を配置します。

利用者が増えると思われる時期にっいては、必要に応じ増員配置を行います。

2 職員の研修計画について

各職員の技能向上を図る機会を積極的に創出するために、接遇研修など計画的な内部.研修の実施

及び外部主催の講習会(図書業務講習等)への参加を促進します。

(P11別紙2 業務分掌図参照)

J

3 経理について

特定非営利活動促進法第幻条の規定に基づき、・適正かっ厳格な経理処理を行うことに努めます。

修繕の執行及ぴ再委託(業者選定、見積徴取・、契約等を含む)については一長崎市契約規則に

準じて行います。

組織図参照)

5

【施設の運営について】

1年間の事業計画の概要

(1)施設の運営に関する業務

ア施設の受付、案内に関する業務

来館者に対し、丁寧で分かりやすい説明や親切な対応を心がけます。

イ施設利用の許可に関する業務

(ア)利用料金の徴収に関する業務

16歳以上(小学校の児童又は中学校若しくは高等学校の生徒を除く。')の・入館者から、

次のとおり利用料金を徴収します。

、



(イ)利用料金の減免に関する業務

長崎市永井隆記念館条例施行規則第11条の基準に基.づき利用料金の減免に係る事務手

続きを行います。

(ウ)模写等の許可に関する業務

学術研究等のため、記念館の資料の模写、模造イ複製、撮影等をしようとする者に

対して、長崎市永井隆記念館条例施行規則第12条に基づき、模写等の許可に係る事務手

続きを行います。

ウ展示品,収蔵品の管理業務

(ア)展示品、収蔵品の管理について
■'

'収蔵している収蔵品等を適切な管理方法により保管を行います。また、'地震や火災など

想定される危険に対する安全対策を講じます。

(イ)新規資料の受入について

記念館に対して市民等から貴重な資料の寄贈等の申し入れがある場合は、速やかに市と

協議を行うなど、'その受げ入れにっいて迅速に対応Lます。

工図書に関する業務

図書室及び所蔵本の適正な管理や図書資料の貸出、返却等の業務のほか、永井隆博士が設立

した.「うちらの本箱」の精神に則りf地域の小学校等と連携した運営に努めます。

オ子ども教室に関する業務 ■゛

隔月1回、 60分程度の時間で、地域の子ども達・(対象:幼児から小学生、・及びその保護

者)の健全育成のために、絵本や童話、'紙芝居などの読み聞かせ、簡単な工作教室や映画会な

どを中心とした子ども教室を開催します。

一般(※15歳以上)

^'分~
個人

100円

入館料

6

団体(巧人以上)

80円

(2).施設及び設備.の維持管理に関する・業務

施設の.適正な運営のため、関係法令等に従って定期的に維持管理及ぴ点検を行います。

ア施設及び設備の保守点検に関する業務

消防法第17条の3の3に墓づき、年2回.'(6か月に1回)消防用設備の点検業務を行いま

す。

イ施設の警備に関する業務

開館時間中ば、定期的に巡回するなど、来館者の安全に配慮し、事故防止に努めるととも

に{夜間.及び休館・白は機械警備を導入し、施設の安全管理を徹底.します。

事故が発生した場合は被害者の救済、保護などの応急措置に講じるほか、状況に応じて、長

崎市及び関係機関に連絡を取るな'ど迅速な対応を心がけます。



ウ施設の清掃に関する業務

利用者が快適に利用でぎる環境を維持するため、日常清掃樂務、定期,清掃業務'窓ガラス清

掃業務、・建物周囲清掃業務などを実施します。

工樹木剪定除草業務

利用者の安全面の確保及び美観を損ねないよう施設外周の樹木及び植込みの剪定、女ぴに除

草業務を行います。
J

オ.修繕業務

附属設備や備.品の故障、雨漏りなど記念館運営において緊急を要する修繕で1件当たりの金

額が10万円未満の修繕について、'対応するものと.します。

C釣独自企画の概要

施設をPRするため、パネル展の開催やVveb公開用コンテンツの作成を実施します。

その概要については、・次のとお'りとします。

作成したパネルは、長崎原爆資料館など他の施設においても活用し展示会を行うなど、来館
'

者の導線確保と永、井隆記念館の利用者の増加に努めます。

項目

ノ、

項目

パ才、ル製作

運搬費

(4)年間の自主事業計画の概要

「指定管理者が施設内において物販などを通して、長崎市永井隆記念館条例に定める入館料等以

外の料金を利用者などから徴収するなどして収入を得る事業」を自主事業と位置付けます6

ア図書等の物品販売

永井隆記念館内で永井隆博士に関連する書籍等の物品を販売し、収益事業として定着できるよ

うに、継続して実施します。

会場借上げ

R3年度

シナリオ作成

J

0

映像編集

素材、撮影、著
作権手続き等

0

R4年度

0

0

0

R5年、度

0

2 サービス.向上のための方策につぃて

接遇サーピスでは、接遇を行うための業務マニュアルを整備する.・など、定期的な研修を実施す

ることでサービスカの強化を図りま・す。また、ハード面において、適切な施設の維持管理に加

え、"市との協議の場を設け、段階的に改善を施すことでより快適な空間の創造に努め、質の高い

サ」ピス提供が実現できるよう取り組みます。ソフト面ゞハード面とも1二利用者の視点に立っ『

たサ」ビスの提供に努め、誰もが便利で快適に利用できる施設を目指します。

3 利用促進のための方策.について

効果的な広報活動等の取り組みや地域との連携を図ること、また企画展などを開催するなど、

0

0

R6年度

0

」

随時

0

0

随時

R7年度

0

随時

0

7

0

0

一■一,ーー.ー.ー.ーー^{
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継続的な利用促進活動を図ります。

(1)リ」フレットの作成
トを作成しま利用者が分かりやすぃよう、'日本語、英語イ中国語、、韓国語でホ0介リーフレツ

す。'日本語リーフレットにういては、、市と協議のうぇ、

、 1.現在の「児童生徒用」と「成人用」'を、内容を整理し一元化する
リーフレットを P d f2.、来館が困難な方、あるいは事前学習等で必要などの、口のために、

化し、永弁隆記念館ホームページからダウンロードを可椛とすること4どを目ヨ、 0

(2)取材等対応

電話等による問い合わせや施設見学、取材等への丁寧かっ積極的な対応に努めます6
(3)企画展開催

施設のPRを図るため、パネル等を用いた企画展等を開催します0

(4)'地域等との連携

施設における事業を効率的かっ効果的に実施するため、地域や市及ぴ関係機関等乃
「

す

(5)ノ清報発信
ホームページの拡充などは、専門施設や図書情穀等を積極的に発信し、利用の促進に努めます0

の業者発注なども検討します。

4 利用者等の要望の把握及び実現策にっいて

施設利用者に対しアンケートを実施し、'意.見や要望を把握し、改=力可官"よもの1 ・'.行
いきます。、予算的な措置が必要なものにっいては、随時長.崎市と協議しょ力らメ'心ヨ'゜
a).実施方法展示室入口にアンケート用紙及び回収箱を詠置

..

(2)実施期間通年 ノ

5 利用者のトラブルの.未然防止と対処方法にっいて

利用者からのクレーム、不満やあらゆるトラブルを迅速かっ丁翠1こ対処する'たの'
利用者の立場に立った接客を行っていきます。'また、トラブルカ発生した輪口1、、
1工努め、.利用者の保護を第一に対応していきます0
(1).トラブルの未然防止

八かり'やすぃ施設案内を行います。'混雑時{.こは職員によって適切な誘、于を行ア利用者に対し、

い、安全面の確保を行います。
.研修の強化を図ります。イ職員の接客マナーの向上を図るため、接遇等に関する教同

(2)トラブル発生時の対処法
日常の教育訓練を徹底トラブル発生時には迅速な対応が行えるよう、,連絡体制等を整備・し、ア

します。"・',_、、、、"
イ公序良俗に反する利用者にっいては、係員による適切な説明'条内等を行、" j'、
は立ち入.り禁止等の処置を講じます0

8



【個人情報の保護の措置について】

個人情報の取り扱いにっいては、長崎市の個人情報保護条例に則り、徹底した管理を行います0

さらに職員に対し個人情報保護に関する研修等を実施するなど、組織全体で個人情報の保護に努

めます。

【緊急時の対応について】

緊急時の対策及び対応にっいては、永井隆記念館緊急時連絡網を作成し、迅速かっ適切な対応に努

めていきます。

【施設の維持管理について1

1 施設の保守点検、補修計画及び清掃等について

消防法第17条の3の.3に基づきL 年2回(6か月に1回)消防用設備の点検業務を行います。

また、'清掃業務にっいては'、利用者が快適1こ利用できる環境を維持するため、・日常清掃業務、定期

清掃業務、窓ガラス清掃業務、建物周囲清掃業務などを実施します。

9

2 警備,保安対策について

開館時間中は、定期的に巡回するなど、来館者の安全に配慮して事故防止は努めるとともに、"夜間

及び休館日は機械警備を導入し、施設の安全管理を徹底します。

事故が発生した場合は、長崎市永井隆記念館防犯対策マニュアルに基づき、被害者の救済や保護な

どの応急措置を講じるほか、状況に応じて、長崎市及ぴ関係機関に連絡を取るなど迅速な対応を心が

けます。

【利用料金の取り扱いについて】

令和3年度及ぴ令和4年度の2年間を自然増が想定される期間と.みなし、この間に利用料金収

入が提案額を上回った場合は、上回った額にっいて、原則として全額長崎市へ納付するとととし

ます。ただし、'利用料金収入が、感染症拡大防止の影響がなかった3か年(平成28年度から平成

30.年度まで)の利用料金収入の平均を超えた場合は、その超えた額にっいて、提案額の10%の金
額までは指定管理者の収入とし、10%を超えた部分にっいては、その超えた部分の50%を長崎市

に納付.し、残りの50%を指定管理者の収入とします。

また、.令和5年度以降において、利用料金収入が算定し直した見込みを上回った場合は、その

見込みの10%の金額までは指定管理者の収入とし、10%を超えた部分にっいては、その超えた部

分の50%を長崎市に納付し、.残りの50%を、指定管理者の収八とします。

【自主事業により生じた利益について】

自主事業により利益が生じた場合、利益の10%までは全額指定管理者の収入とします。
なお、'利益の 10%を.超えた部分にっいては、その超えた部分の50%を長崎市に納付し、残りの

50%を指定管理者の収入とします。

T
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【団休の理念について】

1 団体の経営方針等

本法人は、日本国内外を問わず、永井隆博士の・「己・の如く人を愛する」の精神を学び、世界の

平和ど人類の福祉に尽くすことを目的として設立された団体であり、.その設立の趣凹を十分理解

し、ぞの目的に沿った平和事業を実施するな・かで合理的かっ効率的な運営に努めます0

2 指定管理者の指定を申請・した理由

「永井博士め平和を希求する精神を継承し、広く世界平和に貢献していく二と」を目的として三又

置された永井隆記念館の指定管理業務を行うにあたり、本法人は同施設の収蔵品管理、受付業務にお
いて実績や専門的な知識を有しているため、施設の効用を高めることができると考えます0

3 施設の現状1こ対する・考え方及び将来の展望

新型コロナウィルスの感染拡大及びその防止に伴いL 来館者が激減する現状にあっでも、更なる

情報発信の強化や魅力ある施設づくりを段階的に推進します。

平和を発信する施設としての有用性を損なう〒となく、まだ、利用者が安全で快適に利用できる
」

ように衛生管理を徹底し、円滑な運営及ぴ施設の適切な維持管理に努めます。

2 ゛"'Ξ I U
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<永井隆記念館業務分掌>

施設長

常勤職員

職

非常勤職員(常勤休日代替)

名

非常勤職員(図書業務)

非常勤職員(業務繁忙時)

【業務内容】

永井隆記念館の総括に関すること

永弁隆記念館事務、経理統括、.'受付業務

業務内容

受付業務、.事務'.経理補助

事務、経理統括

図書業務、子ども教室業務

別紙2

受付業務、場内整理、誘導等

受付業務

雇用手続、シフト作成、給与支払い等

予算管理、契約、支出等経理事務

消耗品発注、印刷物作成等

修繕等に関する連絡調整

指定管理に関する書類作成

図書業務

子ども教室業務

観覧料徴収、観覧者への対応、展示品及ぴ館内

外の保守、点検、清掃等

11

図書業務全般イ図書室内の保守、点検、清掃等

隔月1~2回、60~90分程度で読み聞かせや

工作教室、映画会開催等



(2)仕様書
長崎市永井隆記念館指定管理者業務仕様書

長崎市永井隆記念館(以下信三念館」という。)のキB疋昌理者が行う業務の内谷・.'
仕様書によります。

とあるのは「長崎市永井隆「条例」とあるのは「長崎市永井隆記念館条例」、「規則」また、本文中に

記念館条例施行規則」を表します0

1.趣旨""'.

本仕様書は、'記念館の指定管理者が行う業務の内容及びその履行方法にっして.〒'
ます。

2管理に関ずる基本的な考え方{
.記念館の効率的及び効果的な運営並びに適切な維持管理を行うにあたノ、1日定呂;ヤ'
するとともに、次に掲げる項目に沿って行?てください0なお、新濫コロナノー"}
講じっつ来館者の増加や利便性を高めるための取組にっいての主E案、及手...こ・t
遺価を紹介するだめの提案を事業計画書に記載してください0.
d)記念館が、長崎市名誉市民永井隆博土の遣徳を顕彰し、あわせて図=その他の""こ
供するために設置された施設であるという設置理念に基づき、適切よ目理L呂行っ・ξ゜.
(2)公の施設として、市民の平等な利用及び利用者への'公平なサービスのハこ'
好な施設の管理運営を行うことを基本としてください0 '・
(3)、利用者の意見を管理運営に反映させ、利用しやすいようにサービスの向、こξ゜_
(4)適切な広報.により、施設の利用促進を図るとともに、永弁隆博士の遉1心貝一・'.'昌ご
めてください。._..

6)「長崎市個人情報保護条例」に従い、個人情報の管理及ぴ保護を行ってく.だ 0
(6).環境負荷の低減と施設の保全に努め、効率的な施設運呂を行い経費縮減にξ・゜
(フ)災室時、緊急時に備えた危機管理計画を作成・し、職員に徹底してくださし0
(8)近隣住民や組織、事業者と連携した運営に努め、良好な関係を維持して'゜'
(9)指定管理者は、本業務の主要な部分を一括して第三者!こ委託し、又は三月け負こ、
ん。.(主たる業務の一括委託の禁止>'、、・.

ただし、指定管理業務の一部の業務を委託する場合で、あらかじめ長崎市の承E心徐二」
の限りではありません。亡の場合、長崎市建設土事等肌争入札参加者の資格審""'
郭年8月1日施行)第1.1条に規定する有資格者名簿又は長崎市物叩等肌争入糺,ロ
び選定要綱く昭和63年.12月1・日施行)第11条に規定する有資格者名簿こ"'
「有資格者』.という。)のうち地域区分が市内又は認定市内とし.ての登録があ'
い。

3 施設の概要

称(1)名'

(2)所在地

(3).設置年月日

④施設の規模

(5)構

長崎市永井隆記念館

長崎市上野町22番6号

平成 12 (200の年4月

敷地面積 479.04 市

延床面積 305.4σ阿

鉄筋コンクリート造2階建

12
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(6)施設の内睿. 1階展示室、・事務室、映像ソ'フト鑑賞コーナー、'トイレ

2階図書室、閉架図書室、.倉庫

附属施設'如己堂

4 指定期間等

令和3年4月1日から令和8年3月31日までの5年間とします。
1

5 ・・法令等の遵守

記念館の管理運営及び事業の実施にあたっては、本仕様書のほ力＼次に掲げる法令等を遵守し、業務
を遂行してください。

(1)地方自治法、地方自治法.施行令

(2)個人'情報保護に関する法律

(3)消防法

(4)労働基準法、労働安全衛生法、最低賃金法その他労働関係法令

(5)長崎市永井隆記念館条例

(田長崎市永井隆記念館条例施行規則
、

(フ)長崎市個人情報保護条例、長崎市情報公開条例

(8)長崎市暴力団排除条例

(9).その他、.業務を遂行する上で、関連する法令等がある場合は、それらを遵守してくださ.い。

なお、指定期間中に前各号に規定する法令・に改正があった場合は、改正された内容を仕様としま
す。

6 職員の配置基準

職員の勤務形態等仁っいては、労働基準法や最低賃金法などの労働関係法令を遵守し、適正な労働

条件の確保やその他の労働環境の整備に努めるとともに施設の運営に支障がないように定めることと

します。また、職員の休暇等により.、,不足が生じた場合、それぞれ従事し不足を補完することとしま

す。なお、日常業務だ1.ナでなく、、不測の事態や災害時にも迅速かっ的確な対応ができる職員を配置す
ることとしまず'

各業務の配置についでは以下の点に留意してください。

(1)総括責任者を1人配置してください。

(2)業務ビとに必要な知識及ぴ経験を有するものを配置し、・指揮命令ができるよ.うにして.ください。

原則'として、受付にT人、図害室に1.人を配置し、窓口業務及ぴ維持管理業務、'経理業務に対応で

きるようにしてください。また、・利用者力赴曽えると思われる時期にっいては、必要に応じて増員配
J

置Lてください。

(3)指定管理業務にかかる各種業務委託1こっいては、仕様書中,「8 '指定管理者が行う業務の範囲及び

内容」のとおりです。'個別仕様書に示される内客に基・づき十十分対応できる適正な配置をしてくだ
さい。

(4).職員に対して、施設の運営管理1こ必要な研修を実施してください。

7 開館時聞及び休館日

開館時間及ぴ休館日の承認の基準は次の.とおり'です。

(1)開館時間.午前9時~午後5時'

(2)休館日:'1月1日から同月3日まで及び 12,月29日から同月31日まで

8 指定管理者が行う業務の範囲及ぴ内容

13
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指定管理者が行う記念館の本業務は、次のとおりとする0
(1)施設の運営に関する業務

ア施設の受付、案内
対応をしてくださいム(ア)利用者や電話等の問い合わせ仁対し、親切で丁寧な案内、

必要に応じて展示物の解説等を来館者に分かりやすく行ってください6(イ.)

利用者又は電話等による苦情にっいては、誠意を持って適切かっ迅速に対応し記'1'ι(ウ)

さい。

,イ施設の利用料金徴収に関する業務

(ア)利用料金の徴収仁関する業務(条例第8..条)
a 記念館の展示室に展示している資料を観覧しようとする 15歳以上の者ω.〒'交 0里
は中学校若しくは高等学校の生徒を除く。).から、利用料金を徴収してくださ・,0、

1旨定管b 利用料金は、条例別表に掲げる額を基準として、利用の形態等の状況を.勘案し、
理者があらかじめ市長の承認を受けて定めるものとします0
。'利用料金は、指定管理者の収入となります0
利用料金の減免に関する業務(条例第9条)・"(イ)

利用料金は、あらかじめ市長の承認を受けて定める基準に基づき・ト減免すること力で 0
ウ施設利用の許可に関する業務

(ア)模写等の許可に関する業務(条例第10条)
学術研究等のため、記念館の資料の模写、模造、複製、撮蒔等をしよう,とするー'日目
者の許可を受ける必要があります。

a 規則第12条に基づく模写等の許可申請書(第7'弓'様式)を文付.けてくだし0
を交付してb 模写等の許可をしたときは、規則第12条に基づく模写等許可証(第8万'様工)

ください。

(イ)模写等の許可取り消しに関する業務(条例第12条)
条例第12条各号に基づき、次のいずれかに該当するときは、模写等の許可を取消し、、
写等を停止し、・若'しくは制限することができます0
a 偽りその他不正の手段により模写等の許可を受けたとき0
b.模写等の許可の条.件に違反したとき0

。条例又は条例に基づく規則に違反したとき6

エ、広報に関する業務'、

記念館の周知を図るとともに、効用を最大限に発揮できるよう・、利用促Lを図、"ご、 利用

者以外にも永弁隆博士の遺徳を紹介するための提案を事,業計画書に記載してく'だ'し0
(ア)ホームページの作成・更新

定期的に更新作業を行い、最新の情報提供に努めてくださ記念館のホームページに.ついては、

い。 web コンテンツの充実など

(イ)リー.フレット等の作成.、_

利用者が分かりやすぃよう0/ーフレット等を作成してください0日本西の,他に英』、西、
韓国語に対応するものを作成してください。リーフレツトの、内谷を変更すロト. a
行ってください。

(ウ)'取材等対応

電話等による問い合わせや、施設見学、取材等への対応を行ってく'ださし0
(エ)企画展等の開催

パネル等を用いた企画展を開催するなどしてください0施設のPRを図るため、

(オ)地域等との連携
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施設にお・ける事業を効率的かっ効果的に実施するため、地域や市及ぴ関係機関等と連携を図っ
てください。

(カ)情報発信

ポスター、チラシ、 SNS等各種広報媒体を活用し、施設や図書情報等を積極的に発信し、利
用の促進に努めてください。

オ展示品・収蔵品の管理業務
、

(ア)展示品、収蔵品の管理にっいて

a 収蔵している収蔵品等を適切な管理方法により保管.して下さい。また、地震や火災など想定
される危険に対する安全対策を講じてください。

b ,指定管・理者は、その責めに帰すべぎ事由により、収蔵品等を破損又は滅失した場合は、その
損害を賠償しなけれぱなりません。

(イ)新規資料の受入につぃて

記念館に対して市民等から貴重な資料の寄贈等の申し入れがある場合は、速やかに市と協議を
行ってください。施設の設置目的に.照らし、その受入にっいてば;市が判断することとします。
力図害に関する業務

永井隆博士が設立した丁うちらの本箱」の精神に則り、地域の小学校等と連携した運営に努めて
ください。

(ア)図書室及び所蔵本の適正な管理

(イ)図書資料の貸出、返却等

市の図書ネツトワークシステムにより運用Lてください。運用方針は、・長崎市立図書館が定め
る規定及びマニユアル.を遵守してください'特に個人情報保護、情報セキュリ〒イ「の確保にっ
いては、関係法令等を遵守してください。
(ウ)図書貸出券の発行、更新及び再発行

(エ)統計資料の作成

図書室の利用者並ぴに図書の貸出し等で記念館を利用された方等の各種利用統計を月毎に作
成し、長崎市立図書館へ所定の方法により報告してください。

(2)施設及ぴ設備の維持管理に関する業務

施設の適正な運営のため、関係法令等に従って定期的に維持管理及ぴ点検を行うこととします。
ア防火に関する業務

(ア)防火管理業務

指定管理者は、、消防法に基づき、甲種防火管理者の資格を持った者に記念館内の防火管理を
行わせてください。

(イ)消防用設備等点検業務'※再委託することができます。
N゛

消防法第17条の3の3に基づき、年2回(6か月に1回)消防用設備の点検を行ってくださ
い。

(ウ)消防計画業務

毎年2回の消防訓練を実施するととも,に、実施結果を検証じ、消防計画の必要な見直しを
行ってください。

イ.施設の警備に関する業務,※再委託することができます。

(ア),施設は、機械警備を導入し、,夜間及び休館日は機械警備による安全管理を行ってください。
(イ)開館時間中は、定期的に巡回するなど、来館者の安全に配慮し、事故防止.に努め.てください。
(ウ)事,故が発生した場合は被害者の救済、保護などの.応急措置に講じるぼか、状況に応じて、長
崎市及ぴ関係機関に連絡を取る対処をしてください。

ウ施設の清掃に関する業務※再委託することができます。
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美観の維持に心がけイ利用者が快適に利用できる環境を維持'本施設にっいて、.良好な衛生環境、
するため、次の業務を実施L・てくださし、0
(ア)日常清掃業務

(イ)定期清掃業務

(ウ)窓ガラス清掃業務

(エ)建物周囲清掃業務

樹木剪定除草に関ずる業務※再委託することができます'0
並びに除草業務を利用者の安全の確保及び美観維持のため、施設外周の樹木及ぴ植込みの剪、

行うてください。

オ'施設の修繕に関する業務

(ア)市が行う修繕
件当たりの金額が10万円未満の修.繕)計画修繕及び(イ)で定める指定管理者が行う修繕(1

以外の修繕については、市が行います0

(イ)指定管理者が行う修繕・:,
,附属設備や備品の故障、雨漏り,など記念館運営において緊急を要する.仏繕で"ニ・'"'
額が10万円未満の修繕にっいてば、責任分担表に示すとおり市が委託料に区、.う多'・゜"'
の範囲内で、指定管理者において対応するものとします0
(ウ)修繕の執行・.'烏=
修繕の執行(業者選定.、見積.徴取、契約等を含む。).は長崎市契約規ハ」、(昭和第
に準じて行ってください。

(エ)修繕料の精算.・・、・、

指定管理者は、修繕に係る委託料にっいて、.支出の内訳を明らかにした'同白'
指定する日までに市に提出するものとし、精算した結果、残金を生じたとき1、日
までに市に残金を返還しなけれぱなりません0

備品類の管理業務."・,力

(ア)指定管理者は、長崎市の所有する備品等にっいては、「長崎市工計規旦」」に W叩口、
を備えてその保管に係る備品等を整理し、購入及び廃棄等にっいてはイ長". 1i 二
.さい。"、,

(イ)指定管理者は、長崎市が貸与する備品等において、故意又は過失によ員 j'ニ
合は.、自己の費用により購入又は調達してください0

(ウ),備品等の詳細の取り扱いにっいては、別.途協定害において定める・こ゜
キ,緊急時の対応にかかる業務.".、
(ア)事故発生時には、救護措置をとり、長崎市及び警察等関係機関へL絡報伺行っ.ξ'
い。,""._.

(イ).天災、'火災等の災害発生時はイ,利用者の安全を取優先に避難誘、を行うこ゜
消防署等関係各機関に連絡を行うなど適切な対応を行ってください0・まこ、加.よ三
を行うことができるよう'、普段から必要な訓練等を行ってください0 "'"
(ウ)必要に応じて、ガイドライン等に基づき、新型コロナウィ.ルス等の感示圧メ"'ニ
さい。

ク'その他の維持管理に関する業務
(ア)事業計画書及び収支予算書の作成
(イ)事業報告書の作成

(ウ)施設の環境マネジメントシステムの運用における必要な記録の報口
(エ)利用者等からの苦情への対応
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③.自主事業
"、

指定管理者は、施設利用者の利便性や施設の魅力向上に資する自主的な事業を自らの費用負担に
より行うことができます。自主事業を実施する場合は、あらかじめ実施計画書案を提出し、市長の
承認を得たうぇで実施してください。

9・業務報告

①指定管理者は、管理運営業務の利用状況・実施状況等を記載した業務日報を作成し、長崎市が指
定する期間保管し.、.求めがあったときは提出してください。

②毎月の記念館の利用状況及ぴ業務の実施状況を、翌月10日までに長崎,市に報告してください。

10 '経費に関する事項

①指定管理に係る経費

指定管理者は、長崎市が支払う指定管理に係る委託料(以下「委託料」という.。)及び利用料金
収入によ.り管理運営を行うこととします。

なお、経費に関する金額は全、て税込とします。
、

ア委託料

事業計画害において提案があった金額に基づき、協定書で定め、年度ごとに予算の範囲内で支

払いを行います。,委託料は、利用料金を差し引い,た額とします。
イ・利用料金収入

管理運営にあたっては、利用料金制を採用するため、指定管理者は、原則利用料金を自らの収入

とする亡・とができますが、感染症拡大防止による利用者数の減少等を考慮し、仕様害窃肺服のと
おりとしてください。

ウ自主事業による収入

指定管理者は、事業計画に基づく自主事業を行うことにより収入を得ることができます。.それに

より得た収入は指定管理者の収入となりまずが、損失が発生した場合は、.すべて指定管理者の負担
となります。

なお、自主事業により利益が生じた場合、利益の10%までは全額指定管理者の収入とします。な

お、利益の,10%を超えた部分にっいては、基準として、その超えた部分の5σ%を長崎市に納付ずる

か、利用者還元に充てることとしますが、その使途は提案してください。

②委託料の支払い等

ア委託料の支払い

市は、指定管理者の請求に基づき、会計.年度(,4月1日から翌年3月3イ日まで)ごとに四半
期に分割して支払うこととします。

イ委託料の精算

委託料にっいては、'指定管理者が行う修繕を除き精算は行いません。
ウ'・指定管理者口座

指定_管理者は、本業務の実施に係る支出及び収入を適切に管理するだめに、本業務に固有の銀
行口座を開設し、その適切な運用を図るもの'とします。

③利用料金の取扱い,

利用料金は、利用日の属する年度の収入とし、その利用料金が、指定管理者の収入となります。
④その他

ア'収支報,告

会計年度終7後、 30日,以内に事業の報告を行ってください。なお、収支報告にっいてば、.収
支計算害を提出してください。
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イ経理規程

指定管理者は、経理規程を策定し、経理事務を行ってください0

ウ'立入検査.'・,
長崎市.は、必要に応じて労務管理、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うこ' 0
土運営経費

施設の運営に係る収支見込みの算定にっいては、コロナ禍に・あることをふまえ、,"
に基づくものとします。

'

管理運営状況の報告及ぴ監査等

(1)モニタリングの実施・'
長崎市は、当該施設の円滑な運営を確保するため、;日正目理業務の夫施状況を把握.ニ
ングを実施します。"'

指定管理者が管理の基準や事業計画に示された業務等において、'基準を満たしてしょ眉心
るときは、長崎市は改善等必要な指示を行い,〒れに従わない場口は,業務の停止や日)、
を行うことがあります。

指定管理者に対する監督・監査'②

'.市はイ指定管理者が管理する施設の適正な運営を期するため、1日定目理者に対して、当三メ'
容又は経理の状況に関し報告を求め、実地にっいて調査し、、又は必要な払示をするご、
す,

市は、指定管理者が市の指示に従わない時及び、その他当該1日定目理者による施設台"""③

する.ことが適当でないと認.めるときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて目理""."
又は一部の停止を命ずることができます。、

市は、.必要と認めるときは、指定管理者が行う施設の管理運邑業務に関する出納関'の二
'いて監査を行うこどができます。

指定管理者の賠償責任と保険の付保

(1)損害賠イ賞".,・'
指定管理者は、故意又は過失によ.りその管理する施設又は設備を損イ玩し、又は滅失こ
れによって生じた損害を長崎市に賠償しなけれぱなりません0'キ日定民理期問の終了1.、又.'日.
取消し後も同様とします。

、

(2)第三者への賠償"・'、,,'
施設の利用者等第三者1.こ損害を与え、賠償を行う必要が発生した玩口、そのル償にっト
.家舮償法第 1 条(公務員の不法行為による損害の賠償)、同法第 2 木(ムの呂造物の最'ヒこ'0
償)に基づき長崎市が行います。.ただし、'長崎市が指定管理者の貝めに怜すべき事由に
た損害にっいて、第三者に対してR剖賞したときは、長蛤市はIB定昌理者に対して長0 ,Ⅷ員'こ
金額及びその他賠償に伴い発生Lた費用を請求するこどができます'
(3).保険の付保 1 "。

指定管理者は自らのりスクに対応して、自らの負担において必要に応じて保険に.Πξ
い。なお、長崎市が加入しでぃる「全国市長会市民総合賠償補償保険」の対魯は次のとお
います。だだし、唄音償責任保険(身体賠償,'財物賠償等)」のみであり、「補偵保険(見舞"」
は対象になりません。

の責任と費用において実施する自主事業などの保険の対象とならない業また、指定管理者が自ら

務に起因する富故等によるものにっいては、対象になりません0
【市で加入している保険】

Id

,
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施設賠償責任保険契約類型

てん補限度額

13 業務実施上の注意事項

業務を実施するにあたっては、次の各項目に留意して円滑に実施してください。

(1)公の施設であること・を常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の団体等に有利に、
あるいは不利になる運営をしないでください。

②指定管理者が施設の・管理運営にかかる各種規程や要綱等を作成する場合は市と協議を行ってく
ださい。

③施設の管理運営に係る各種規程や要綱等がない場.合は、市の諸規程に準じて.、あるいは、その精
神に基づき業務を実施してください。

④消防法(昭和・23年法律第 186号)第8条の規定に塞づき、消防計画の策定、防火管理者を定め
るものとする。

(5)来館者の利便に資するため、開館時間、休館日の変更の必要があると市長が認めたときは、"定
管理者は、その変更に伴い必要とされる業務を行ってください。

(6)その他、仕様害に記載のない事項にっいては、市と協議を行ってください。

σ)長崎市監査委員等が長崎市の事務を監査するにあた.り、必要に応じ指定管理者に対」現地調査
しまたは必要な記録の提出を求める場合があります。

(8)指定期間中、年度ごとの予算にっいては、・市の財政の状況等により金額が変更となる場△があり
ます。

14 協議

この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及ぴ処理にっいて疑義が生じた場厶は、
長崎市と協議し、決定します。

責任分担表

身体賠償

財物賠償

1名につき

1事故につき

1事故にっき

D型、

1 億・円

10億円

2千万円

"、

0

0

制度・法

令変更

税制度の

変更

施設管理運営に影響を及ぽす法令等の変更

0

指定管理者自身に影響を及ぼす法令等の変更

物価変動

施設管理運営に影響を及ぽす税制変更

運営費の
膨張

項・目

一般的な税制変更

利用者の
変動

物価変動に伴う経費の増

利用料金
の未収

人件費等の運営費の膨張

長崎市の事情による利用者の減

肉主事業

リスク

当初の事業計画の利用者見込みとの相違

利用料金の未収による収入減

J

自主事業の実施に伴い発生するりスク

長崎市

0

指定管理者

0

0

0

0

※0
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施設設備

等の損傷

管理上の瑪症による施設・設備,備品の損傷

経年劣化等管理上の暇症によらない施設

備・備品の損傷

損害賠償

管理上の蝦庇による.施設・設備・備品の不備に
よる事故や火災等に伴う利用者への損害

管理上の暇症によらない施設,設備!備品の不
備による事故や火災等に伴う利用者への損害

運営りス

管理上の暇症(指定管理者の責)による施設'

設備.備品の不備、による事故や火災等に伴う臨
時休館等の運営りスク

管理上の暇症によらない(長崎市の責による)
施設.設備.備品の不備による事故や火災等に
伴う臨時休館等の運営りスク

不可抗力

指定期間開始前の準備及ぴ業務弓1き継ぎにかかる費用負扣
運営管理(企画調整、利用指導、案内、警備、'古情対応)

自然災害等による施設,設備・備品の損傷、利
用者への損害、臨時休館等に伴う運営りスク

維持管理(清掃、施設保守点検、設備等法定点検、.修繕、
安全衛生管理)

協議事項

0

管理事務所、倉庫等の物品管理

使用許可の受付・交付事務、模写等の許可申請
応急措災・生時対応.(待機連絡体制確保、被害調査'き艮告、

置)

協議事項

0

利用料金の収受

0

(責任の範囲
にういては

協議する)

施設の目的外使用許可及ぴ目的外使用料の徴収

施設の法的管理(占用許可等)

施設の整備、改修

0

災塵時対応(待機連絡体制確保、'被害調査'報告、応急措
置)・における指示等

災害復旧(本格復旧)

協議事項

火災保険(火災及ぴ災害)

施設賠償責任保険

0

0

(修繕について

は、1件当たりの
金額が10万円未
満のもの)

※指定管理者の継続に重大な影響を及ぽすものにっいては、その都度力三」゜

く本責往の分担の.ほか疑義があるものにっいては、その都度協議するこ 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

※市が加入する保

険と重複しない範

囲で必要な保険に

加入ずる。
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1 委託料の上限額の考え方

(1)'収入(利用料金)

利用料金収入は、感染症拡大防止の影響があった令和2年6河及び7月の利用料金収入とイ影響

がなかった直近4か年(平成28年度から令和元年度まで)の利用料金収入を比較し算出していま

す。

(2)支出(施設の管理運営に係る経費)

感染症拡大防止による利用者数の減少等を考慮し、人員数、'光熱水費使用量等の数量を見込んで

います。

また、感染症拡大予防ガイドラインにおいて定めている施設管理者として率備すべき消耗品等

6肖毒液、非接触型体温計等)に係る経費についても見込んでいます。

運営経費の算定について

利用料金収入が 350
となり、提案額、200
を上回ったため・、上
回った額 150 は長崎
市へ納付となる。

禾11司料金 600 1
(20の(30の. 1(10の

2 運営実績による納付金の考え方

感染症拡大防止による利用者数等の減少については、その影響の終期が見通せない状況であるため、

上記1-(1)のとおり利用料金収入を見込みますが、'今後、・少なからずニロナ禍が収束の方向に向か

うことで、利用者数、利用料金収入は一定自然増とな,るものと想定されます。

そこで、令和3年度及ぴ令和4年度の2年間を自然増が想定される期間とみなし、この間に利用料

金収入が提案額を上回った場合は、上回った額について、原則として全額長崎市へ納付するこ.ととし

ます。ただし、利用料金収入が、感染症拡大防止の影響がなかった3か年(平成28年度から平成30,

年度まで)の利用料金収入の平均を超えた場合は、その超えだ額について、提案額の10%の金額まで

は指定管理者の収入とし、1Q%を超えた部分については、その超えた部分の 50%を長崎市に納付し、

残りの50%を指定管理者の収入'とします。
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感染症拡大防止の影
響カサよかった場合

コロナ禍での提案額
(R3 、 4年度)

委託料
500

運鴬実績

運営経費、1,000

委託料
800

A

運営実績

利用料金
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運営経費 1,000

呂
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委託料
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利用料金
200

^

運営経費 1,000

委託料
800

利用料釡
(20の

運営経費 1,000

利用料金収入が600'となり'、感染症拡大防止の影響
がなかった場合・の500も上回ったため、上回った額
の.うち 300は長崎市へ納付し、残る 100 について、
提案額 200 の 10%に当たる 20 は指定管理者の収
入、残る80は指定管理者と市で折半となる。

350 '

(15の



3 ・委託料の再算定

令和3'年度及ぴ令和4年度の2年間を、利用者数、利用料金収入が自然1.となる期間とみょ'
り令和5年度には自然増が落ち着くものと見込んでいるため、力和5年度以降の委託料にっ
算定を行います。

、

具体的には、令和3年度及び令和4年度上半期の概ねゴ年6か月の期間におげる利用実唄".え
て収支を見直したうえで、委託料を再算定します0

利用料金収入が算定し直した見込みを上回うた場合は、その見込また、令和5年度以降において、

みの10%の金額までは指定管理者の収入とし、10%.を超えた部分にっいては、その超えた'分の.,
を長崎市に納付し、残りの50%を指定管理者の収入とします0
〔イメージ図〕

から

委託

コロナ禍での提案額
(R 3、 4年度)

運営実績
(R 3、 4年度)

委託料
800

再算定後
(R5年度以降)

運営経費 1,0001

委託料
800

利用料金
200

運営実績 、C

運営経費 1,000
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利用料金収入が鶚0となり、'再算定後の見込み350を上
回ったため、上回った額200にっいて、再算定後の見込
額350の,10%に当たる35は指定管理者の収入、残る 1'"
は指定管理者と市で折半となる。
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